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1. はじめに 

無線 LANがパソコンに搭載され、オフィス・ラウ
ンジなどにも普及してきた。また小型・安価・低消費
電力が特徴の Bluetooth 搭載機器が次々と商品化さ
れてきた[1][2]。このように、様々な有線・無線ネッ
トワークとデジタル機器によりユビキタスネットワ
ークが構築されようとしているが、現状ではパソコ
ン、PDA、携帯電話、周辺機器の間のケーブル置き
換えにとどまっており、新しい応用やコンテンツの開
発が Bluetoothの市場や ITビジネスの拡大の重要な
課題となっている。 

2. MKIDS 
本研究では映像・ナレッジ・Bluetooth技術を融合
し、MPEG4映像・音声・テキストからなるマルチモ
ーダル・ナレッジを、ユビキタス環境で Bluetooth
機器に配信するシステム MKIDS (Multimodal 
-Knowledge and Information on Demand Service) 
over Bluetooth を開発した。このシステムは、マル
チモーダル・ナレッジを、コンテンツサーバから
Bluetoothアクセスポイントを経由して、個人が所有
する PDAなどの Bluetooth機器に配信できる世界初
のシステムである。 

 

 

図 1 システム利用イメージ 

2.1 システム構成 

本システムは、マルチモーダル・ナレッジを作るオ
ーサリングツール、ユーザからの要求を受けてナレッ
ジを配信するコンテンツサーバ、および Bluetooth
で接続されているユーザ端末と、LAN 上にあるコン
テンツサーバを結ぶアクセスポイントからなる。 
ユーザは PDA などの Bluetooth 搭載機器から

Bluetooth アクセスポイント経由でコンテンツサー
バに接続する。Bluetoothは電波の到達距離が短いた
め、どのアクセスポイントに接続しているかによりユ
ーザのいる位置を特定することができる。この特性を
利用して、ユーザのいる位置に応じたマルチモーダ
ル・ナレッジをユーザの端末に配信する。このマルチ
モーダル・ナレッジには時間軸上に関連情報を埋め込
むことができ、ユーザはそれをたどって関連するナレ
ッジに次々にアクセスすることができる。また音声入
力や自然言語による質問により必要なマルチモーダ
ル・ナレッジを検索することもできる。 
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図 2  全体構成図 



 

図 3  MKIDSクライアント画面 

2.2 MKIDSオーサリングツール 
従来の映像コンテンツを作るためのオーサリング
ツールは、操作が複雑で、誰もが手軽に使うには敷居
が高いものであった。本システムで新たに開発した
MKIDSオーサリングツールは、素材となる映像デー
タを開いて、情報を付加したい部分を時間軸で指定
し、付加したい情報を入力するという簡単な操作で、
誰にでも簡単にマルチモーダル・ナレッジ・コンテン
ツを作ることができる。 

2.3 MKIDSコンテンツ 
本システムのマルチモーダル・ナレッジ・コンテン
ツは、映像・音声情報に MPEG-7 で情報を付加した
ものである。MKIDSオーサリングツールにより、複
数のリアルストリーム（実際の映像・音声情報）から
なる仮想ストリームを作り、その仮想ストリームの時
間軸上にナレッジを付加することができる。仮想スト
リームはリアルストリームへのリンク情報からなり、
ユーザの要求により再生されるときにリアルストリ
ームから合成されてクライアント端末に配信される。
このような形にすることにより、仮想ストリームに応
じたリアルストリームを逐次作成する場合に生ずる
エンコードのための時間待ちや映像品質の低下、必要
な記憶装置の容量増大などの問題を回避している。 

2.4 ユーザインタフェース 
本システムはモバイル環境で利用することを想定

しているが、モバイル環境では従来の See & point型
のユーザインタフェースだけでは自由にアクセスで
きない。そこで雑音環境下にも強い音声認識技術と知
識情報共有システム(KIDS)[3][4]の知識処理エンジ
ンを使用して、自然な対話で膨大なナレッジデータベ
ースから適切なマルチモーダル・ナレッジを取得でき
るようにした。将来的には Bluetoothウェアラブル・
ヘッドセットにより対話を可能にする予定である。 
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図 4  MKIDSコンテンツ 

3. まとめ 

本システムはユーザの音声・言語から意図を理解
し、非常に多くの情報の中からユーザにとって適切な
ナレッジ・情報を提供できるという特徴があり、モバ
イル・ユビキタス環境で深刻化する情報洪水の問題を
軽減できる。また MKIDS オーサリングツールによ
り、映像・音声の豊かな表現力のある情報メディアと
奥の深い知識を表現できるナレッジメディアから構
成されるモバイル向けのマルチモーダル・ナレッジを
作成でき、誰でも簡単に新しい価値を創出可能とし、
IT 産業のボトルネックとなっているコンテンツ不足
の解消にも寄与できる。 
今後は東芝科学館で実証実験を行い、博物館案内や
教育・学習、医用、福祉分野での実用化を目指す。 
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